
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
官
民
連

携
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。

《
２
面
に
続
く
》

用
に
よ
る
拠
点
の
形
成
及
び
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域

や
拠
点
間
の
連
携
確
保
を
推
進

す
るこ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
た

施
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、・

生
産
性
の
向
上
や
安
全
・

安
心
を
含
め
た
生
活
の
質
の
向

上
等
の
「
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
重

視
」・

道
路
の
機
能
を
最
大
限
発

揮
す
る
た
め
「
賢
く
使
う
」

の
観
点
に
留
意
し
取
り
組
む
。

ま
た
、
事
業
の
実
施
に
際
し

て
は
、
コ
ス
ト
の
徹
底
し
た
縮

減
や
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
ス

◇
生
産
性
向
上
に
よ
る
成
長
力

の
強
化

人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
の

下
で
の
、
労
働
者
の
減
少
を
上

回
る
生
産
性
を
向
上
さ
せ
我
が

国
の
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た

め
、
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
の

整
備
や
空
港
・
港
湾
ア
ク
セ
ス

の
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
今
あ
る
道
路
の
運
用
改
善

や
小
規
模
な
改
良
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う
取
組
を
推

進
す
る

◇
地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な
暮

ら
し
の
実
現

地
方
の
成
長
を
促
し
、
人
口

減
少
を
克
服
す
る
た
め
、
「
コ

ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
「
道
の

駅
」
や
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
等
の
活

（
国
費
４
，
２
７
０
億
円
）
が

含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
地
方
の
要
望
に

応
じ
て
道
路
整
備
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
（
国
費
１
兆
０
，
５

４
９
億
円
）
、
防
災
・
安
全
交

付
金
（
国
費
１
兆
２
，
９
２
７

億
円
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

対
策
事
業
（
国
費
２
，
４
０
０

億
円
）
と
同
事
業
に
対
す
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
国

費
１
，
１
０
０
億
円
）
が
あ

る
。

【
基
本
方
針
】

平
成
29
年
度
予
算
の
概
算
要

求
に
つ
い
て
は
、
「
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
」
を
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、
「
国
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
」
、
「
生
産
性
向

上
に
よ
る
成
長
力
の
強
化
」
及

び
「
地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な

暮
ら
し
の
実
現
」
の
４
分
野
に

重
点
化
を
図
る
。

◇
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾

有
の
大
災
害
を
踏
ま
え
、
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で

の
復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る

新
た
な
枠
組
み
に
基
づ
き
、
復

興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
等
の

緊
急
整
備
等
に
よ
り
被
災
地
域

の
早
期
復
旧
・
復
興
に
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
熊
本
地

震
の
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を

図
る
た
め
、
被
災
し
た
道
路
の

災
害
復
旧
の
加
速
や
復
興
を
支

援
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す

る◇
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
老
朽
化
が
進
む
道
路
施

設
に
つ
い
て
、
着
実
な
点
検
及

び
措
置
等
を
適
切
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
道
路
の
防
災
・
震

災
対
策
や
代
替
性
の
確
保
の
た

め
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
、
無
電
柱
化
等
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
生
活
道
路
・
通
学

路
の
安
全
対
策
や
踏
切
対
策
等

の
利
用
者
の
安
全
に
資
す
る
事

業
を
推
進
す
る

前
年
度
比
１
・
16
）
、
有
料
道

路
事
業
等
の
事
業
費
が
２
兆

３
，
７
７
７
億
円
（
対
前
年
度

比
１
・
14
）
、
国
費
２
０
７
億

円
（
対
前
年
度
比
０
・
82
）
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
中
に
は
「
優
先

課
題
推
進
枠
」
に
係
る
係
数

事
業
別
で
は
、
直
轄
事
業
の

事
業
費
が
１
兆
８
，
２
３
６
億

円
（
対
前
年
度
比
１
・
17
）
、

国
費
が
１
兆
８
，
２
３
６
億
円

（
対
前
年
度
比
１
・
17
）
、
補

助
事
業
の
事
業
費
が
１
，
４
２

６
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・

13
）
、
国
費
８
７
３
億
円
（
対

協
議
会
会
長
（
茨
城
県
常
陸
太

田
市
長
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
国
土
交
通
省
か
ら

藤
井
総
務
課
長
、
吉
岡
企
画
課

長
、
森
山
環
境
安
全
課
長
が
出

席
し
、
平
成
29
年
度
概
算
要
求

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

い
た
。
説
明
終
了
後
に
は
質
疑

や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

た
。利

用
者
会
議
関
係
の
地
方
会

議
、
特
別
会
員
、
道
路
ユ
ー
ザ

ー
団
体
及
び
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
全
国
協
議
会
関
係
者

等
約
２
３
０
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
大
久
保
太
一
全

国
道
路
利
用
者
会
議
常
任
理
事

・
道
路
整
備
期
成
同
盟
会
全
国

９
月
２
日(

金)

、
東
京
都
千

代
田
区
の
霞
が
関
ビ
ル
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
道
路
関
係
予

算
概
算
要
求
概
要
説
明
会
が
、

全
国
道
路
利
用
者
会
議
・
道
路

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協

議
会
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

国
土
交
通
省
は
、
平
成
29
年
度
道
路
関
係
予
算
の
概
算
要

求
を
８
月
27
日
に
公
表
し
た
。

道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
概
要
は
、
事
業
費
は
対
前
年
度

比
１
．
15
の
４
兆
３
，
４
３
９
億
円
、
国
費
は
対
前
年
度
比

１
．
16
の
１
兆
９
，
３
１
６
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

29年度平成29年度平成29年度

道路関係予算道路関係予算

概算要求概要説明会概算要求概要説明会

平成年度
｢道路ふれあい月間｣
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